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長崎市内における犬糸状虫の浸淫状況と伝搬蚊に関する研究

1.長崎市内における飼犬のフィラリア仔虫保有状況*

末永斂
長崎大学熱帯医学研究所衛生動物学研究室

伊藤達也
長崎大学医学部医動物学教室

長崎市中央保健所

西岡猛
長崎市中央保健所

(Received for Publication December 17, 1970)

Studies on the Filarial Prevalence among Dogs and the

Mosquito Vectors in Nagasaki City, Western Japan

1 . On the Microfilarial Prevalence among House Dogs in Nagasaki City

O samu SUENAGA
Department of Medical Zoology, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki University

T atsuya ITOH
Department of Medical Zoology, Nagasaki University School of Medicine

and

N agasaki City Health Center

T akeshi NISHIOKA
N agasaki City Health Center

Abstract

The microfilarial prevalence of Dirofilaria immitis in house dogs in Nagasaki City
was examined in spring and autumn in 1968. Of 3370 examined dogs, which were about

18% of the total dogs living in Nagasaki City, 690 dogs, 29.1% were found to have
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microfilariae. In the dogs under one year no microfilariae were found, but in the one
year old dogs microfilarial prevalence was already over 10%, and in the three years

or older dogs it ranged mainly between 30 and 40. The mean number of microfilariae
per about 20mm3 blood of positive dogs was 52.3 in spring and 57.9 in autumn. The
distribution pattern of the infected dogs in Nagasaki City suggested that more intensive
transmission by vector mosquitoes occurred in the suburban districts especially in
residential quarters than the urban districts of the City.

はじめに

犬糸状虫, Dirofilarぬimmitisほ本来犬の寄生虫で

あるが,近年世界各国,特に米国においてLばしば人

体感染症例が報告され(吉村, 1968, 1969),我国でも

既に2例(Nishimura et al., 1964及び吉村, 1968)

が報告されるに至って,ようやく問題になってきた.

従って,日本の各地でこの糸状虫の浸控状況を調べ,

これを媒介している蚊の種類を明らかにすることほ人

体-の感染を未然に防くヾ対策を立てる上からも必要と

なってきた.我国における犬糸状虫の浸控状況につい

ての調査はかなり古くから各地で断片的に行われてお

り,調査地によって).4%-　　　の犬が感染してい

ることが報告されている.また媒介蚊についてほ井上

(1936, 1937)によるかなり詳しい実験感染の成巌は

あるが,尚不充分な点もあり,蚊の自然感染について

は,我国ではKeegan等(1967)の報告があるのみ

で,野外において伝搬の主演を演じている蚊の種類に

ついては,まだ明らかにされていない.

著者らは長崎市内における犬糸状虫の浸淫状況と,

この寄生虫を実際に媒介している蚊の種類とを明らか

にするた糾こ研究を続けているが,本報でほ1968年に

実施した長崎市内の飼犬の仔虫保有状況調査の結果に

ついて報告する.

稿を進める前に,この研究の指導と本稿の校閲を賜

わった恩師大森南三教授に深甚の謝意を表する.また,

本調査ほ長崎市中央保健所と長崎市獣医師会の関係者

の方々の御協力のもとに実施された.これらの方々に

対し厚くお礼申し上げる.

調査方法

長崎市においては,狂犬病予防法により,年に2回

登録犬の予防注射が実施されていることに着目し,

1968年4月23日から5月18日迄,及び10月15日から11

月4日迄の予防注射期間中,日曜日を除いた毎日午前

10時から午後4時迄,中央保健所から派遣される注射

班, 3班の中のl丑王に著者等の1人西岡が所属して,節

有者の協力が得られた犬について耳突から1滴(約20

nlが)の血液を採取し,スライドグラスに塗抹して乾

燥させ,後でギムザ染色して鏡検し,仔虫の有無と仔

虫の発見された標本についてほ仔虫数を記録した.調

査地域ほ市内のほぼ全域に亘ったが春と秋の調査地区

が重復しないように配慮した.対象となった犬は何れ

も登録犬であったので,年令,性別等ほ登録カ-ドに

より知ることができたが,カードの記銀が疑わしい場

合にはその犬の所有者にたずねたり,あるいほ直接該

当する犬を調べることによって確認した.

調査成績及び考察

1･長崎市内における犬の棲息数,作虫保有率及び

検出された行虫の種類について

この調査の前年に,長崎市内の全戸に対して公職選

挙のための有権者の調査が行われたのを機会に,各戸

で犬を所有しているかどうかをも調べた.その結果,

長崎市内にほ12,700頭の飼犬がいることが明らかにな

った･この中1968年中に狂犬病予防法に基づいて保健

所に登録したものほ第1蓑に示すように, 10,058頭で

あったので,残りの2,642頭ほ未登銀のまま飼われて

いたことになる.これらの飼犬の他に約500頭の野犬

がいるものと推定されるので,これらを合わせると長

崎市内に棲息している犬数ほ約13,200頭となる,この

中,今回調査の対象としたのは登銀犬だけであるが,

調査範陶が市内のほぼ全域に亘ったのと,検査犬数が
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Tablel．Number of dogslivingin Nagasaki

Cityin1968．

R。gistrationstatus！N。．Ofdogst　％

House dogs（Registered）＊

〝　　　（Unregistered） 1…；…；≡≒……：≡

OwnerleSSdogs（Estimated）弓　500i3・8

●1’lIIal　　　　　　　　　　　，二　　　　　，

＊Blood examination was made with random

examples among registered dogs，

棲息犬数の約18％に当る2，370頭．に及んだこともあっ

て，この調査により野犬をも含めた長崎市内の犬全体

についての犬糸状虫の浸淫状況を概ね把握できたと考

えている．第2表に示すように春秋合わせて2，370頭

の検査犬の中，その約29％に当る690頭から仔虫が検

出されたが，それらほすべてβor脚，ぬo〃nmolねであっ

た．この仔虫保有率を第3表の今迄にわが国で報告さ

れた各地での調査成績と比較してみると，岡山の34．8

％，神戸の29．3％についで高く，同じ長崎市内で野犬

について1954年から1955年にかけて調べた片峰等

（1955）の成績8，5％に比べて著しく高率である．最

近沖縄に刀ゆelαわ併r偶reo〃扇olumが分布しているニ

Table3．　Summary of studies on the

。一1

Table2．Number and percentage of housedogs

having microfilariae of canine filariid，

Dorq仲南iTTmitOsin NagasakiCityin
1968．

惣a慧密N；。き……gSF。。盈i，。
Period

ち

Apr・23－May18蔓　1418

0。t．15－N。，，4弓　　952

441

249

31．1

26．2

T。tal；　2370∃　　690　29・1

とが報告（Pennington et al．，1969）されたので，

あるいは長崎市内でも本種の仔虫が発見できるのでは

ないかと考え注意して調べたが，今回の調査では全く

発見できなかった．

2．犬の性別．年令別仔虫保有率と保有仔虫数

a）1968年春の調査成績

1968年4月23日から5月18日迄に調査した犬数ほ

1，418頭で，ニれらの犬の性別，年令別仔虫保有率並

びに陽性犬1頭当りの約20椚爪3血液中の平均仔虫数ほ

第4表及び第5表に示す通りである．これらを図示し

たのが第1図で，これらの図表から明らかなように仔

虫保有率ほ全体でほ経で31．6％，雌で30・1％と共にか

prevalenceof canine filariid，DorqfuarOaOTTmotOs

reported by many other authorsinJapan・

Locality

Osaka，Nara，and
Kyoto Prefectures

Kobe，Hyogo Pref．

′′

Okayama Pref．

Kure，Hiroshima Pref．

K0Chi，KochiPref．

Saga Pref．

Sasebo，NagasakiPref．

Nagasaki，Nagasaki
Pref．

Okinawa，Ryukyus

′′

No．of
dogs

L

弓

No，Of dogs with No．of Infection

examinedj Mf，
Aduit Mf．and

々些竺些旦　adults

311ト　9
infeoted】

dogs rate（％）

9

150　　　0　　　23　　　21　　　　44

300　　　0　　　14

260

203

365

1，021

2，445

152

557＊

44

72

42

63

2　　　171

3

2

50　　　　　64

72

36

4

4

4i

2

63

209

3

2

Authors

2・91Toyota，1928
1

29，3iYoshikawa etal．，1936

21．。■i〝　，1938

34，8弓　〝　，1936

27．7　Tokuge，1954

21・7　垂Keeganetat・，1967

27，7！Okabeetal・，1952

6．2　至Nagata，1955

8，5

2．0

0．4

Katamine et all，1955

Shimabukuro，1962

Pennington etal．，1969

＊Of these dogs，129（23．2％）wereinfected withDopeねlonema reCOndo蝕m．
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Table4．　NumberandperCentage Of house dogs having microfilariaein Nagasaki

City，by age and sex，On Apri123to May18，1968．

Agein
year

Male

Dogs Dogs　　　％

Female

Dogs Dogs　　　％
examined positive positive Fexamined p0Sitive positive

Total

Dogs Doogs
examind positive

％
POSitive

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11＋

11

171

162

164

114

79

73

41

29

14

19

30

0

20

41

57

52

30

30

18

14

6

8

11

0．0

11．7

25，3

34．8

45，6

38．0

41，1

43．9

48，3

42．9

42．1

36．7

3　　　　　　0　　　　0，0

94　　　　17　　　18．1

95　　　　　24　　　　25．3

94　　　　　32　　　　34．0

61　　　　21　　　34．4

55　　　　　20　　　　36．4

39　　　　13　　　　33．3

35　　　　11　　　31．4

18　　　　　　7　　　　38，9

6　　　　　　3　　　　50，0

3　　　　　　3　　　100．0

8　　　　　　3　　　　37．5

Total 907 287 31．6

14

265

257

258

175

134

112

76

47

20

22

38

0

37

65

89

73

50

43

29

21

9

11

14

0．0

14．0

25．3

34．5

41．7

37．3

38．4

38．2

44．7

45．0

50．0

36．8

511　　　154　　　　30．0 1418 441

Table5．　Number of microfilariae per about20mm3blood of positive dogs，

by age and sex，On Apri123to May18，1968，

31，1

Male

Agein
No．of

year dogs

positive

Ranqe and mean
No，Of Mf．

㌢－－，一三

POSitivei

Total

Range and mean
No．of Mf．

Female

Range and mean
No，Of Mf，No．of

dogs

Min．Max．Mean POSitive Min．Max．Mean Min－　Max．Mean

1　　46　　13．3

1　　333　　44．4

1　　777　　61．3

1　　741　　75．0

1　　988　109，3

1　　415　　60．2

1　　259　　67．4

5　　180　　59．4

6　　　61　　22，7

2　　226　　51．6

1　191　　66．6

1　　988　　62．3

0

20

41

57

52

30

30

18

14

6

8

11

287

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11＋

Total

〃

ぎ

0

17

24

32

21

20

13

11

7

3

3

3

1　　　45

1　　306

1　　194

1　　133

1　　135

3　　124

1　　　75

1　　　60

1　　　91

5　　　　52

2　　　40

9．6

49．8

41．2

28．8

34．5

43．2

31．5

11．9

32．3

22．0

18．7

0

37

65

89

73

50

43

29

21

9

11

14

1　　　46　　1．2

1　　333　　46．5

1　　777　　54．1

1　　741　　61．7

1　　988　　フ9．4

1　　415　　55．0

1　　259　　53．8

1　　180　　43．6

1　　　91　　25．9

2　　　226　　43．5

1　　191　　56，4

154
1306　33・6f　441

1　　988　　52．3

なり高く，性による有意の差ほ認められない．仔虫保　　　ていることは現在も尚新しい感染が繰返されているこ

有率は雄雌共1才未満ではまだ全くみられないが，1　　　とを示すものと思われる．次に陽性犬1頭当りの約20

才で既に10％を超え，その後も増加して3～4才で30～　　　椚拍血液中の平均仔虫数についてみると，全体でほ雄

40％と最高に達し，その後は横這い状態となるようで　　　で62．3隻，雌で33．6隻と雄が雌の2倍近くである．

ある．このように仔虫保有率が1才で既に10％を超え　　　そこでこれを年令別にみると，雄の場合には1才では
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Fig．1．Microfilarialprevalence and density

in house dogs，by age，eXamined on Apri123

to May18，1968（of．Tables4and5）．　The

prevalenceis　giv∈n by percentage of positive

dogs for microfilariae，and theden三itybymean

number of microfilariae p3rabout20mm3blood

Of positive dogs．

13．3隻と比較的少ないが，その後仔虫保有率と共に上

昇し5才で100隻を超えて最高に達し，その後減少し

ているのに対し，雌では2才迄は雄と同様の上昇を示

すが，その後は増加せず，横這い状態かやや減少を示

す点が著しく異なる．

b）1968年秋の調査成績

秋の調査犬数ほ952頭で，これらの犬の性別，年令

別仔虫保有率並びに陽性犬1頭当りの約20mm3血液中

の平均仔虫数は第6表及び第7表に示す通りで，これ

らを図示したのが第2図である．これらの表及び図に

ついて吟味すると，仔虫保有率は全体でほ雄で29．1％，

雌で20．4％と雄の方がかなり高率であり，この差ほ危

険率1％で有意である，年令的にほ雄雌共1才未満迄

ほまだ仔虫ほ検出されないが，1才でl珠こ10％を超え，

3才迄は上昇を続けて30％を超え，雄では更に49％に

達しているがその後ほやや低下し，雌でほ3才以後か

なりほげしい変動をみせながら，概ね横這い状態を示

している，次に陽性犬1頭当りの約20mm3血液中の

平埼仔虫数をみると，全体でほ雄で51．7隻，雌でフ4．9

隻と仔虫保有率の低い雌の方がむしろ多い．年令別の

平均仔虫数をみると，雄では1才で11，6隻であったも

のが急増して3才で80隻を超え，その後は横這いか，

やや低下の傾向を示すが，雌では陽性犬の頭数が少な

いこともあって，仔虫数の変動が激しく，一定の傾向

はつかみがたい．

Table6．　Numberand perCentage Of house dogs having microfilariaeinNagasaki

City，by age and sex，On October15to November4，1968．

Agein
year ％

positivqT

Male Female Total

Dogs Dogs　　　％　　　Dogs Dogs　　　％　…　Dogs Dogs
examined positive positive examined positive positiveきexamined positive

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11＋

46

120

96

89

65

55

50

27

25

18

16

22

0

16

26

33

22

27

23

8

8

6

6

8

0，0

13．3

27．1

37．1

33．8

49．1

46．0

29．6

32．0

33．3

37．5

36，4

30

51

37

40

38

38

16

18

21

11

12

11

0

6

5

12

6

8

5

4

7

4

4

5

0，0

11．8

13，5

30．0

15．8

21●1

31．3

22．2

33．3

36．4

33．3

45　5

76

171

133

129

103

93

66

45

46

29

28

33

0

22

31

45

28

35

28

12

15

10

10

13

0．0

12．9

23，3

34．9

27，2

37．6

42．4

26．7

32．6

34．5

35．7

39．4

Total 629 183 291 323 66 20．4 952 249 26．2

iss
テキストボックス
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Table7．　Number of microfilariae per about20mm3blood of positive dogs，

by age and sex，On October15to November4，1968．

Male Female

Agein

year
dogs
No．of3　Ra箭誉蒜an No・Of Ra諾，慧蒜㌢an

dogs

positive Min，Max．Mean poSitive Min，Max，Mean

Total

No．of
dogs

positive

Range and mean
No．of Mf．

Min．Max．Mean

11．6

28．3

喜喜‡臺蔓
136．2

34．6

51・7斉

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11＋

0

16

26

33

22

27

23

8

8

6

6

8

1　　40

1　　342

1　　949

2　　183

4　　204

1　171

4　　　91

21　153

8　　156

1　　723

5　　167

0

6

5

12

6

8

5

4

7

4

4

5

2　　　　77　　25．0

19　　　75　　49．0

2　　114　　30，7

2　　　204　　66．3

13　　　250　　76．0

2　　　　22　　　9，4

72　　　447　208．8

1　　105　　48，1

27　　1157　　338．5

9　　187　109．0

4　　　88　　33．4

0

22

31

45

28

35

28

12

15

10

10

13

1　　　77　　15，3

1　　342　　31．7

1　　949　　67．9

2　　　204　　62．5

4　　　250　　53，3

1　　171　　32，2

4　　　44了　106．5

1　　153　　55．7

8　　1157　170．8

1　　723　125．3

4　　167　　34．2
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numberofmicrofilariaeperabout20mm3blood
Ofpositivedogs，

11157　74・9　249　jll157　57・9

c）1968年春と秋の仔虫保有率の比較

犬の仔虫保有率が春の調査成績でほ雄で31．6％，雌

で30．1％と性による差ほほとんどみられなかったが，

秋の調査成績でほ雄で29．1％，雌で20．4％と有意の

差がみられたことは既に述べた．そこで，更にそれぞ

れの性について春と秋の仔虫保有率を比較してみると，

雄では春の31．6％と秋の29．1％との問にほ有意の差

がみられないが，雌の琴合にほ春の30・1％と秋の20・4

％との問には危険率1％で有意差が認められる．即ち

雄の場合には春と秋とで仔虫保有率に差があるとはい

えないが，雌でほ春に比べて秋には明らかに低いこと

がわかる．

犬の仔虫保有率が性によって違うかどうかについて

ほ，今迄にもいくつかの報告があり，差がなかったと

いうものも多少はあるが，多くの場合，雄の方が高い

ことを認めている．しかしながら，その理由はまだ明

らかにされていない．

3．地区別仔虫保有率の比較

犬の仔虫保有率が市内の地区によってどのように違

っているかを明らかにするために，便宜上，春と秋の

資料を一緒にして小学校区別に犬の仔虫保有率を算出

し，比較してみた．各小学校区毎の検査犬数，陽性犬

数，仔虫保有率及び陽性犬1頭当りの平均仔虫数は第

8表に示す通りで，44校区の中42校区にわたって検査

した2，370頭についての仔虫保有率は29．1％とかなり

高く，陽性犬1頭当りの約20mm3　血液中の平均仔
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長崎市内における犬糸状虫の浸状況と伝搬蚊に関する研究1

Table8，　Number and percentage of house dogs having microfilariaein420ut Of　44

districts of NagasakiCity，Showing the totalresults obtainedin spring

（Table4）and autumn（Tabie6），1968．

175

l

Part j

Distiot

Eastern

1Irabayashi
2　Toglya
3　Katsuyama
4　Shinkozen

5　Kaminagasaki
6　Koshima
7　Nishizaka
8　Himi

9　Yagami
lO Xoga
ll Toishi

No．of dogs　　　　　　％　　　Mean No．of
Mf．per

examined positive positive．positive dog

118

81

91

75

49

34

86

0

98

16

27

35

ユ4

23

16

22

10

19

43

5

7

29．7

ユ7．3

‾2S．3

21．3

44．9

29．4

22．1

43．9

31，3

25．9

，

〉

l・

38．1

33．6

84，2

135．6

49．6

55．4

41，3

57．2
42．0

80．1

恥sternj撞
18　Tegum？
19　Shikiml

138

18

28

53

1

42

5

52

27

2

6

17

0

14

0

2

19．6

ユ1．1

21．4
32，1

0．0

33．3

0．0

3．8

18．1
389，5

53．5

12．4

45．8

4．0

「 〃

．l

．き】

Southern

20　Sako
21　Nita
22　Kitaoura
23　Minamioura
24　Naminohira
25　Tomachi

26　Kogakura
27　Doinokubi
28　Fukahori
29　Minami

30　Mogi
31Hayasaka
32　Hiyoshi

58

106

70

39

9

100

27

72

50

9

60

35

4

1

15

9

5

3

34

10

28

10

0

12

9

1

1．7

ユ4．2
12．9

12．8
33．3

34．0

37，0

38．9

20，0

0，0

20，0

25．7
25，0

22．0

32．5
23．0

36．4

17．3

52．8

29．3

61，6
19．2

47．8

62，2

4．0

Northern

33　Zenza
34　Sakamoto
35　Takao
36　Yamazato
37　Nishishiroyama
38　Shiroyama
39　Nishiurakami
40　Nameshi
41Nishikita
42　Nishimachi

43　寧awabira
44　0zollO

54

42

64

123

52

20

83

114

39

92

36

0

13

15

30

61

16

5

31

52

17

35

16

24．1
35．7

46．9

49．6

30，8

25．0

37，3

45．6

43．6
38．0

44．4

41．1

31．5

63．8

66．3

29，9

34．8

118．2
57．2

38．2

45．4

54．7

Total 2370 690 291 54．3
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虫数も54．3隻とかなり多いが，校区によって仔虫保有

率にはかなりの差がある．検査犬数が10頭以上の校区

で陽性犬のいない校区はなく，最低は佐古小学校区

（No．20）の1，7％，最高は山里小学校区（No．36）

の49．6％であったが，仔虫保有率を10％毎に5段階に

区切ってみると，41～50％の校区が7区（16．7％），

31～40％及び21～30％が夫々11区（26．2％），11～

釦％が8区（19．0％），10％以下が5区（11．9％）とな

り，市内の約88％の校区で11％以上の浸淫があること

′’ ＼

し

′

も

NISflIS（〕N（一）KI（HTN

「’－」，一＼

■　　仏
＼，ノ′‾

190

180

●ん0□・し・

㊨

がわかる．第3図ほ10％毎の仔虫保有率を記号によっ

て地図上に示したもので，この図から仔虫保有率は市

の中心部では比較的低いが住宅地帯を主とする市の周

辺部，特に北部で高いことがわかる．このように，犬

糸状虫の浸淫状況が地区によって異なるのほ，これを

媒介している蚊の種類と多寡によるものと思われるの

で，今後主な地区で蚊の調査を実施し，発生している

蚊の種類，多寡，自然感染状況等を明らかにする必要

がある．
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Fig．3．　Microfilarialprevalence of house dogs with Dol・qf盲hlr砧iTnTnolosin each of42

0ut Of44numbered districts shownin Table8in NagasakiCity．
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まとめ

長崎市内における犬糸状虫の浸淫状況を明らかにす

るために,1968年春と秋に飼犬の仔虫保有状況を調査

した.調査犬数は春秋合わせて2,370頭で,これは市

内に棲息していると推定される全犬数の約18%に当る.

この中690頭(29.1%がDirofilar払immitisの仔虫

を保有していた.春にほ1,418頭の検査犬の中441頭

fl11-/^(.Jl.17｡,に,秋にほ952頭中249頭(26.2%)に仔

虫を認めた,陽性犬1頭当りの約20mm3血液中の

平均仔虫数ほ春ほ52.3隻,秋は57,9隻で共にかなり

多かった,仔虫保有率は春には性による有意の差が認

められなかったが,秋にほ雌の方が明らかに低かった.

また季節的にも雄でほ春と秋とがほぼ同率であったが,

雌では秋の方が明らかに低率であった.年令的には,

春秋共,1才未満の犬からほ全く仔虫が検出されなか

ったが,1才では既に仔虫保有率が10%を超え,更に

上昇を続けて3-6才で30-40%を超え,その後ほ横

這い状態か,あるいほ幾分低下する傾向がみられた.

このように仔虫保有率が1才で既に10%を超えている

ことほ,現在も尚新しい感染をくり返していることを

示すものと思われる,陽性犬1頭当りの約20mm3血

液中の平均仔虫数は春ほ雄,雌共1才では10隻程度で

あるが, 2才で既に40隻を超え,雄では更に増加して

5才で100隻を超えたが,その後急減し,雌では2才

以後やや減少の傾向がみられた.また,秋には雄でほ

3才迄春の場合と同様に増加して80隻を超えるが,そ

の後ほ概ね墳這いの傾向を示し,雌でも2才迄は春の

場合と同様に増加するが,その後ほ仔虫数の変動がは

げしくその傾向がつかみがたい,春と秋の資料を一緒

にして,市内の各小学校区毎の仔虫保有率を比較する

と, 40-50%の校区が7区, 30-40%及び20-30%が

それぞれ11区(26.2%''-, ll-20%が8区(19.0%),

10%以下が5区(ユユ.9%)となり,市内の約88%の校

区で11%以上の浸津があり,市の中心部でほ仔虫保有

率が比較的低いが,住宅地帯を主とする市の周辺部,

特に北部で高い,このように犬糸状虫の浸軽率が地区

によって異なるのは,これを媒介している蚊の種類と

多寡によるものと思われるので,今後これらの点を明

らかにする必要がある.
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